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評価の観点 評 価 結 果 

[課題の設定] 

新規性・独創性、科学

的・技術的重要性、社

会的・経済的重要性、

国家・社会・産業界の

要請、新規産業分野、

緊急性、波及効果など 

 

 半導体微細加工を中心としたマイクロ・ナノ加工技術を応用したバイオチップは，生

化学分析の新しい手法として世界的に盛んに研究が行われている。この分野はMicroTAS，

BioMEMSと呼ばれ，近年DNAやプロテオーム解析および細胞を対象とした研究例が多い。

しかし，実際に産業として結びつく医療分析や診断への応用を想定した研究はまだ少な

い。当該研究課題は，この点に着目して目標設定しており，新規性・独創性，社会的重

要性ともに優れている。 

[課題への取組み方法] 

研究手法・実験方法の

新規性・独創性、精密

性・緻密さ等や、推進・

運営体制の観点から研

究責任者の裁量、国際

的展開、学協会との連

携・協力など 

 

 当該研究の目標である全血を対象とした分離・分析は，新規性が高く，採血・血球血

漿分離など，分析前処理として必要な条件を考慮した実用的な手法を提案しており評価

できる。また，遠心力を利用したサンプルの移送や DNA の分離・抽出，分離に関してナ

ノ構造体を用いた新しい技術の提案がなされている。それに対してセンシング手法につ

いては，比色法以外は実用化にいたる課程で解決すべき点が多いと思われる。 

研究責任者は，本研究推進において国内外の重要な研究機関との交流があり，研究を連

携して効率良く進める上で適任である。 

[研究計画] 

新規性、独創性、妥当

性、年次計画、予算規

模、人員配置、購入設

備計画、費用対効果、

当該大規模プロジェク

トが実施されなかった

場合の損失など 

 

 提案の研究項目は当該研究を進める上で適正と思われるが，研究項目が多岐にわたっ

ており，研究期間内に成果を求めるには人員・費用ともに不足すると思われる。それぞ

れの研究課題の進捗状況に合わせて，実現までに克服するべき課題および解決の見通し

を整理する必要があると考えられる。その上で，当該研究の範囲で行う課題を選定し，

人材・費用を投入することが重要と思われる。全血を対象とした医療応用を目的とした

診断用バイオチップの開発は国際的に見ても重要な課題であり，本計画の実施による新

しい医療診断への貢献を大いに期待する。 

[総合評価]  

当該研究で設定されている課題は，社会的要請も高く，実現された場合に経済的波及効

果は大きい。責任者及び研究グループも当該研究を推進するに十分であると判断される。

しかし，研究テーマの中には，研究期間内に終結が難しいものがあると考えられるので，

多少の見直しが必要である。医療診断用の多項目バイオチップの必要性が高いと考えら

れるが，対象検査項目の選定については医療従事者との密な情報交換が必要と思われる。

また，医療応用を考えると，各要素・デバイスの生体適合性等，使用する材料に関する

視点も加えることが重要と思われる。 

右記のS, A, B, Fに○を

付けてください。 

S：新規課題として特

に優れており、その

まま実行すべきであ

る。 

A：新規課題として優

れており、実行すべ

きである。 

B：新規課題として一

部修正して、実行す

べきである。 

F：新規課題として

不適切である。 
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